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総
会
は
、
定
刻
に
人
見
副
会
長
の
開
会
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
議
長
団
に
土
井
隆
央
（
連

合
Ｏ
Ｂ
会
）
、
水
上
義
博
（
自
治
退
）
西
澤

恵
子
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
退
）
の
３
氏
を
選
出
し
ま

し
た
。 

  

こ
の
総
会
が
最
後
と
な
っ
た
阿
部
保
吉

会
長
は
、 

・
九
州
北
部
豪
雨
で
大
き
な
被
害
が
出
た 

が
、
こ
れ
は
山
林
に
手
が
加
え
ら
れ
て
い 

な
か
っ
た
の
が
最
大
の
原
因
だ
。 

・
今
日
ま
で
高
齢
者
が
人
並
み
の
生
活
が
出 

 

 

             

            

来
る
よ
う
、
連
合
や
中
央
、
地
方
組
織
と 

共
に
全
力
で
闘
っ
て
き
た
。 

・
元
気
な
高
齢
者
は
、
全
国
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
活
動
を
通
じ
て
社
会
貢
献
活
動
を
し 

て
い
る
。 

・
退
職
者
連
合
は
、
齢
は
と
っ
て
も
人
間
と 

し
て
の
尊
厳
を
も
っ
て
人
生
を
全
う
で 

き
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
。 

 

と
力
強
く
挨
拶
を
し
ま
し
た
。 

 

来
賓
に
は
連
合
の
神
津
里
季
生
会
長
、
民

進
党
の
蓮
舫
代
表
、
社
民
党
の
又
市
幹
事
長

と
、
中
央
労
福
協
、
労
金
協
会
、
全
労
済
の

各
代
表
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
資
格
審
査
の
報
告
と
総
会
成
立

宣
言
あ
っ
た
後
、
菅
井
事
務
局
長
よ
り
２
０

１
６
年
度
の
活
動
報
告
と
「
衆
議
院
総
選
挙

を
勝
ち
抜
き
、
政
治
の
流
れ
を
変
え
て
、
生

き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
に
し

よ
う
！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
２
０
１
７

年
度
の
運
動
方
針
の
第
一
号
議
案
の
提
案

が
あ
っ
て
、
昼
食
休
憩
に
入
り
ま
し
た
。 

    
午
後
か
ら
は
第
一
号
議
案
へ
の
質
疑
応
答

が
行
わ
れ
、
鉄
道
退
職
者
の
会
、
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ

Ｂ
連
絡
会
、
全
印
刷
退
職
者
の
会
と
、
東
京
、 

                    

 

岡
山
、
栃
木
な
ど
の

地
方
組
織
か
ら
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連

絡
会
は
、
伊
藤
代
議

員
（
Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ 

Ｂ
会
）
が
、
都
議
選
や
組
織
拡
大
に
つ
い
て
発
言

し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
菅
井
事
務
局
長
の
答
弁
が
あ
っ
た
後
、

第
二
号
議
案
か
ら
第
六
号
議
案
ま
で
全
て
の
議

案
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
第
六
号
議
案
で

は
、
勇
退
さ
れ
た
阿
部
前
会
長
に
６
年
間
の
顧
問

を
委
託
す
る
事
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

   

Ｊ
Ｒ
東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
は
、
今
年
の
定
期
総

会
で
「
日
本
退
職
者
連
合
と
の
連
携
」
を
強

め
そ
の
運
動
を
積
極
的
に
担
っ
て
行
く
事

を
決
定
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
今
年
も
各
県
の
退
職
者
連

合
へ
の
加
盟
の
取
り
組
み
を
進
め
、
日
本
退

職
者
連
合
の
組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て
努

力
し
て
行
き
ま
す
。 

Ｏ
Ｂ
会
員
は
、
退
職
者
連
合
の
運
動
に
積

極
的
に
参
加
し
よ
う
！ 

                   

日
本
退
職
者
連
合
は
７
月
14
日
午
前
９
時
30
分
か
ら
連
合
会
館
二
階
大
会
議
室

で
、
役
員
、
代
議
員
、
来
賓
、
傍
聴
者
等
総
勢
２
０
０
名
が
参
加
し
て
「
第
21
回
定

期
総
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

総
会
で
は
、「
行
動
す
る
退
職
者
連
合
」
を
更
に
前
進
さ
せ
る
２
０
１
７
年
度
運
動

方
針
を
始
め
、
政
策
・
制
度
の
要
求
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。 

ま
た
役
員
改
選
で
は
、
事
務
局
長
時
代
を
含
め
て
14
年
間
退
職
者
連
合
の
運
動
を

リ
ー
ド
さ
れ
て
き
た
阿
部
保
吉
会
長
（
林
退
会
）
が
勇
退
さ
れ
、
人
見
一
夫
副
会
長
（
自

治
退
）
が
会
長
に
選
出
さ
れ
、
新
た
な
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

        

阿
部
会
長
、
最
後
の
あ
い
さ
つ 

 

人
見
新
会
長
を
選
出 

組
織
強
化
・拡
大
に
全
力
を 

新
役
員
体
制 

顧 

問 
 

阿
部 

保
吉
（
林
退
会
） 

 

会 

長 
 

人
見 

一
夫
（
自
治
退
） 

 

副
会
長 

 

石
原 

喜
久
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
退
） 

 
 

〃 
 
 

川
島 

 

靖
（
Ｊ
Ｐ
労
退
） 

 
 

〃 
 
 

臼
井
百
合
子
（
全
国
退
女
教
） 

 
 

〃 
 
 

南
部
美
智
代
（
連
合
） 

 

事
務
局
長 

菅
井 

義
夫 

 
 
 
 
 
 
 

（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
友
の
会
） 

 

副
事
務
局
長 

野
田
那
智
子 

(

自
治
退) 

 
 

〃 
 
 

林 

道
寛
（
退
職
者
連
合
） 

 
 

〃 
 
 

鈴
木 

る
り
（
連
合
） 

 

     

 日本退職者連合第 21 回定期総会 

阿部前会長は顧問に、大熊氏（ＪＲ東労組ＯＢ会）は、今年も幹事に 

人見新会長 

連合会館で開催された退職者連合定期総会 



 
 

     
 
 
 
 

                  

 

                

 

 

                                      

                                        

                                         

                                

今
月
は
ア
ユ
釣
り 

が
好
き
な
水
戸
支 

部
Ｏ
Ｂ
会
の
柳
内 

 

敏
正
さ
ん
を
紹
介 

し
ま
す
。 

柳
内
さ
ん
は
昭
和
42
年
に
国
鉄
水 

戸
鉄
道
管
理
局
の
平
機
関
区
に
配
属 

と
な
っ
て
、
鉄
道
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を 

切
り
ま
し
た
。
そ
の
後
昭
和
47
年
に
新 

潟
の
信
濃
川
工
事
局
に
転
勤
に
な
り
、 

そ
こ
で
ア
ユ
釣
り
を
始
め
ま
し
た
。 

ア
ユ
釣
り
と
の
出
会
い
は
、
小
学
4  

年
生
の
時
に
父
親
に
木
戸
川
（
福
島
県
） 

  

に
ア
ユ
釣
り
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ 

た
の
が
最
初
で
、
そ
の
時
に
興
味
を
持
っ 

た
そ
う
で
す
。 

昭
和
61
年
に
再
び
水
戸
に
転
勤
に
な 

り
、
38
歳
頃
か
ら
茨
城
県
の
久
慈
川
で
、 

   

本
格
的
に
ア
ユ
釣
り
を
始
め
ま
し
た
。
最 

初
の
頃
は
、
竿
を
壊
し
た
り
タ
モ
を
流
し 

た
り
の
失
敗
続
き
で
し
た
が
、
徐
々
に
腕 

を
上
げ
、
一
日
に
50
～
60
匹
釣
っ
て
近 

所
や
友
人
に
配
っ
て
喜
ば
れ
る
様
に
な
り
、 
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最
近
で
は
「
今
年
の
夏
は
ま
だ
か
」
と
心
待
ち

に
し
て
い
る
人
も
多
く
い
る
そ
う
で
す
。 

そ
ん
な
柳
内
さ
ん
の
怒
り
は
、
や
っ
と
の 

思
い
で
買
っ
た
20 

万
円
の
竿
が
、
あ 

の
福
島
の
原
発 

事
故
で
河
川
が 

放
射
能
で
汚
染
さ 

れ
、
ま
だ
一
度
も
使 

っ
て
い
な
い
事
だ
そ
う
で
す
。「
原
発
が
憎
い
」

と
高
ぶ
る
気
持
ち
を
抑
え
な
が
ら
、
そ
ろ
そ
ろ

今
年
は
ア
ユ
釣
り
を
始
め
よ
う
か
と
考
え
て
い

る
柳
内
さ
ん
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。 

（
茨
城
県
城
里
町
在
住
・
柳
内
敏
正
・
68
歳
） 

 

  

 

 

   

わ
が
町
の 

 

有
名
人 

水戸地本ＯＢ会 

 

  
 
 
 

 

                  
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

  

６
月
17
日
13
時
よ
り
地
本
会
議

室 
 
 

室
で
、
「
第
20
回
定
期
総
会
」
を
75 

名
の
参
加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
シ

ニ
ア
会
、
三
多
摩
退
職
者
連
合
の
外 

に
、
初
め
て
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
の
代
表
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
都
議
選
立
候
補
予
定

者
の
「安
藤
お
さ
み
」さ
ん
も
駆
け
つ
け
ま
し
た
。 

 

発
言
者
は
７
名
で
し
た
。 


 

支
部
Ｏ
Ｂ
会
の
役
員
に
、
3
名
の
エ
ル
ダ

ー
会
員
が
入
っ
て
く
れ
た 


 

Ｏ
Ｂ
会
員
拡
大
に
向
け
て
、
現
役
の
支

部
三
役
と
話
し
合
っ
て
進
め
て
い
る 


 

花
見
や
Ｂ
Ｑ
の
レ
ク
を
開
催
し
て
、
Ｏ
Ｂ

会
員
の
交
流
を
深
め
て
い
る 


 

共
謀
罪
の
強
行
採
決
は
許
せ
な
い 

総
会
終
了
後
は
懇
親
会
を
開
き
、
う
ま
い

酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
来
年
の
結
成
20
周

年
総
会
で
「
ま
た
飲
も
う
」
と
約
束
し
て
散
会

し
ま
し
た
。 

        

 
                          

 
 
 
 
 
 

６
月
18
日
13
時
30
分
よ
り
、
「 

 
 
 
 

み
ま
つ
ホ
テ
ル
」の
会
議
室
に
お
い
て
、 

 
 
 
 

「
第
20
回
定
期
総
会
」を
38
名
の
参 

加
者
で
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
の

外
に
、
昨
年
加
盟
し
た
茨
城
県
退
職
者
連

合
か
ら
後
藤
会
長
も
初
め
て
参
加
し
、
温
か

い
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

発
言
者
は
６
名
で
し
た
。 


 

出
向
先
の
社
内
研
修
が
、
丌
十
分
だ 


 

組
合
役
員
未
経
験
者
の
Ｏ
Ｂ
会
加
入
率

が
悪
い 


 

７
～
８
割
の
会
員
が
、
避
難
先
か
ら
原
ノ

町
へ
戻
って
き
た
の
で
活
動
を
再
開
し
た 


 

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
支
部
間
交
流
を
行

い
、
親
睦
を
深
め
て
い
る 

 

総
会
後
は
、
ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
懇
親

会
を
開
き
、
初
め
て
参
加
し
た
会
員
も
含
め
て

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
な
お
「沖
縄
カ
ン

パ
」も
会
場
内
で
行
い
ま
し
た
。 

        

                                  

春
爛
漫
、
各
地
で
お
花
見 

熱く決意を語る「たしろかおる」議員と奥様 

原
発
で
自
慢
竿
使
え
ず 

千葉で全ての総会終える    

八王子 
新役員体制 

会長 

味原  進 

副会長 

平井 博明 

丹澤 昭治 

事務局長 

阿部 得男 

 

 

 

 

 

 

 

 

水 戸 
新役員体制 

会長 

栗村 幸雄 

副会長 

狩谷 光治 

柳内 英道 

事務局長 

前野 憲治 

 

 

 

 

 

 

  
 

 
 

６
月

25
日

12
時
よ
り
市
内
の 

東
映
ホ
テ
ル
で
、
「
第
21
回
定
期
総

会
」
を
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
結
成
20
周
年

記
念
行
事
と
し
て
96
名
の
参
加
者

で
盛
大
に
開
催
し
ま
し
た
。 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会
、
退
職
者
連

合
、
佐
藤
県
議
、
勤
労
課
が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

総
会
で
は
５
名
か
ら
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。 


 

組
織
脱
退
の
破
壊
攻
撃
に
打
ち
勝
ち
、

よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
た
ど
り
着
た
も
の
だ 


 

エ
ル
ダ
ー
宅
を
家
庭
訪
問
し
、
４
名
を
加

入
さ
せ
た 


 

エ
ル
ダ
ー
の
労
働
条
件
改
善
や
、
会
員
の

悩
み
に
こ
た
え
る
活
動
を
し
て
欲
し
い 

 

第
二
部
で
は
、
近
藤
弁
護
士
か
ら
記
念
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第
三
部
は
懇
親
会
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
会
二
代

目
会
長
の
小
林
寛
一
さ
ん
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
会
場
で
は

「沖
縄
カ
ン
パ
」を
実
施
し
ま
し
た
。 

                 

 

６
月
24
日
14
時
よ
り
、
地
本 

会
議
室
で
「第
20
回
定
期
総
会
」 

 
 
 
 
 

を
参
加
者
80
名
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 
 
 
 

 
 
 

来
賓
に
は
地
本
、
本
部
Ｏ
Ｂ
会 

を
は
じ
め
、
貨
物
労
組
Ｏ
Ｂ
会
か 

ら
も
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

発
言
者
は
３
名
で
し
た
。 


 

支
部
段
階
で
は
、
会
費
未
納
者
は
誰

だ
か
分
か
ら
な
い 


 

20
回
総
会
を
迎
え
、
今
ま
で
支
え
て

く
れ
た
関
係
者
に
感
謝
す
る 


 

エ
ル
ダ
ー
協
議
会
の
役
員
に
な
っ
た
の

で
、
仲
間
と
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
く 

総
会
は
、
来
賓
の
松
下
地
本
書
記
長
が
、

国
鉄
改
革
時
に
父
親
が
殺
さ
れ
た
事
件
を

語
り
、
当
時
の
思
い
出
が
蘇
り
緊
張
感
の
あ

る
総
会
に
な
り
ま
し
た
。 

総
会
後
は
、
恒
例
に
な
っ
た
懇
親
会
を
開

き
、
近
況
を
話
し
合
い
な
が
ら
楽
し
く
交
流

を
深
め
ま
し
た
。 

                            

 
7月 22日 13時より、千葉 

市文化センター9階会議室 

で「第 20回定期総会」を総勢 45 名の参加者

で開催しました。 

第一部は講演会で、日本退職者連合の菅井

事務局長が「年金問題」について約１時間講演し

ました。 

第二部の定期総会は、昨年亡くなった斉藤吉

司成田支部ＯＢ会長に黙祷を捧げてから始まりま

した。来賓は地本、本部ＯＢ会の外に、県退職者

連合の副会長が参加しました。 

発言はエルダー会員の３名からありました。 

 エルダー会員拡大の取り組みは、大変いいこ

となので是非進めて欲しい。 

 エルダーの役員会は人が集まらず、中々開催 

           出来ないのが悩みだ 

 エルダーが増えると 65歳以

上の契約が無くなるのか 

また会場では、沖縄カンパが行

われました。 

 第三部の懇親会は駅前の 

「居酒屋」で行われ、会員の懇 

親を深めました。 

ふかめました。 

 

 

千 葉 新 潟 

高 崎 

新役員体制 
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会議で討論、懇親会で熱く盛り上がるのがＯＢ 会 


